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研究成果の概要（和文）： 栗原は2018年3月17日、ユトレヒト大学にて開催された国際ワークショップに招か
れ、ヘーゲルの『精神哲学』が、その基底にある「生理学」や「心理学」から、生の展開を通して成立するもの
であることを明らかにし、高く評価された。
 宮﨑は、20世紀のフランスでカントの『判断力批判』の再読がなされた際に、感性論が共通感覚論として、他
者へと自己感情を開放する可能性を持つに至った必然性を解明した。白井は、乳児がヒトの身体構造とその動作
の制約について、可能な手の動きと不可能な手の動きを動画で示すことを通して、理解しているか否かを実験調
査、若齢児と高齢児の認識に有意差は認められなかった。

研究成果の概要（英文）： Kurihara was invited to the international workshop held at Utrecht 
University on March 17, 2018, and presented the formation of Hegel's "spiritual philosophy". 
Kurihara 's presentation was highly appreciated, as it revealed that "sipiritual philosophy" is 
established through the development of life from "physiology" and "psychology".
 Miyazaki clarified the necessity that sensitivity theory had the possibility of releasing 
self-emotion to others as a common sensory theory, when Kant's criticism of judgment was reread in 
France in the 20th century.
 Shirai experimentally investigated whether an infant understands the constraints of human body 
structure and its motion through showing motion of possible hands and movements of impossible hands 
with animation. There was no significant difference in recognition of young children and older 
children.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 ドイツ観念論に先立つ時代に、人間の「心
（Seele）」の在り処や機能、心と外界との「調
和・感応（Stimmung）」の機序を解明しよう
とする「経験的心理学」と称される膨大な研
究が隆盛を見せていた。しかしながら今日に
到っては忘れされられているのも事実であ
る。というのも、それらの研究は、経験的な
方法に終始したため、ドイツ観念論哲学によ
って駆逐されることになったからである。そ
れがこの十年、Google Books によって、古今
の文献が電子データとして公開されること
になった今、歴史から消え去っていた経験的
心理学の文献にアクセスすることが容易に
なった。それとともに、経験的心理学が問題
として取り上げたことが、ドイツ観念論哲学
へと収斂していったことも明らかにされた。
経験的心理学はいわばドイツ観念論哲学の
前哨であるとともに、基礎でもあった。こう
した経験的心理学の問題を、哲学的あるいは
実験心理学的に解明することは、哲学の歴史
の見直しに繋がるとともに、「心」の概念史
的研究に新たな脈路を解明するものと期待
された。 
 
２．研究の目的 
 経験的心理学が主題としていた心と外界
との「調和・感応（Stimmung）」の機序を解
明することが目指された。それは、理性や知
性を媒介としないため、哲学的な方法では解
明されるべくもない。したがって目指された
のは、たとえば、（1）情景や音楽に合わせて
舞踊家が身体表現をする際の「感興」に基づ
く「即興」の機序を、実験心理学の研究者が
解析を試みることであり、（2）その結果を受
けて、哲学の研究者が言葉や態度による反応
に援用することを通して、言葉や態度による
「即興」とも言える「機知」や「機転」の成
り立ちを考察することであり、（3）これによ
り思いつきだとしか見なされてこなかった
「即興」や「機知」さらには「機転」の成り
立つ基底に、「感興」を見定めるとともに、（4）
雰囲気に気分が感応する際には、気分は単に
主観的であるのみならず、間主観的に働くこ
とを概念化することであった。 
 間主観的に働く気分ともされる「調和・感
応（Stimmung）」については、経験的心理学
の研究者である、チュービンゲン神学校教授
の Johann Friedrich Flatt、同教授 Jacob 
Friedrich Abel らが展開していた。そして両
者からの薫陶を受けたヘーゲルが、『精神哲
学』の「人間学」で展開したのであった。し
たがって本研究課題は、ドイツ観念論哲学の
基底と前哨を明らかにすることも目的とし
ていた。両者を繫ぐ問題の一つが、「学への
入門（Propaedeutik）」の意義と役割を担う
のは何か、ということであった。超越論的観
念論は、こうした意義と役割を担うものとし
て構想されたことを跡付けることも目的と
された。 

 
３．研究の方法 
 舞踊家が舞踊作品を作り上げる過程と方
法を解析したり、ジャズ演奏を実体験したり
することを通して、「即興」や「機知」さら
には「機転」を単に「思いつき」として片づ
けるのではなく、「認知」が前提となってい
ることを明らかにしようとした。その結果、
「即興」や「機知」を成り立たせるのは、「感
興」であって、これは、「心」や「気分」が
外界と輻輳することを通して、概念的な認識
と、概念化以前の感情との交感によって成り
立つことを明らかにしようとした。 
こうした研究方法のモデルとなったのは、

実に、ヘーゲルの『精神哲学』であった。経
験的心理学をどのようにしてヘーゲルが、精
神哲学のなかで超克していったかも明らか
にされることになった。「調和・感応
（Stimmung）」が、「自然的な心」の働きに
見定められるとともに、主観的であるだけで
なく、間主観的な働きを通して、自然や他者
との交感を実現するものとして想定されて
いるため、「調和・感応（Stimmung）」の脈
路の解明にあたった。 
 
４．研究成果 
 「即興」が知的な作用であれ、感情的な作
用であれ、それを成り立たせる「感興」は、
感覚から惹起された情緒の働きではある。し
かしながら、面白がるためには、面白さが分
かっていなくてはならない。即興や機知さら
には機転などを成り立たせる「感興」は、概
念化できているからこそ、興に乗ることもで
きるという、概念と情緒との往還構造が明ら
かにされた。それはいわば、低次元の心や感
情と、高度な知性や概念との往還構造におい
て成り立つものであることが確認された。 
 実にこうした構造こそが、経験的心理学を
批判的に超克したヘーゲルの『精神哲学』に
おける知性の基本構造、すなわち意識下の想
念が明るみにもたらされて概念化される一
方で、経験が忘却されたり都合の悪い事実が
封印されたりする想念の往還の道、知性の
「竪坑」として示されていたことも明らかに
された。その意味では、ドイツ観念論に先立
ち、隆盛を見ていた経験的心理学を内包しな
がら批判的に超克したのは、まさしくヘーゲ
ルの『精神哲学』であったことも、確認され
た。 
また『精神哲学』を顧みるに、合理的な知

の一辺倒ではなく、感情や情緒面を育むこと
が、知の創造性を高めることに繋がることも、
改めて明らかにされた。知性の「竪坑」はま
さしく、判然としない未分明の想念が、心の
奥底から知へと湧き立つとともに、逆に知が
記憶へと埋没するに到る、両方向の通路でも
あったことが明らかにされた。そうした上向
の路と下降の路とが輻輳している理念や知
の構造も、プロティノスやブルーノでも語ら
れていて、ゲーテを経て、ヘーゲルに取り込



まれたことも確認した。 
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